
犯罪発生件数 件 387

施策の内容（主な取組）

交通安全運動期間中に各地区の交通安全キャン
ペーンに参加し、交通安全意識向上を図った。

カーブミラーに異常があるものについては取り替えを
行い、安全な道路環境の整備に努めた。

キャンペーンの折に、交通安全教育を行
い、各地区の取り組みに幅が広がるよう、
普及活動を実施する。

警察、地域、関連部署と連携し、危険個所
の把握に努め、道路環境の整備を進める。

施策コード

第３章

基本施策名

総合計画の目標指標

豊かな自然とともに安心して住み続けられるまちづくり　-安全・安心-

４　交通安全・防犯

交通防犯課中心所管課

関連所管課

3-4
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311 362 337

防犯灯、防犯カメラを新設することで、市民の安全及
び犯罪被害の未然防止を図った。

単位指標名
R2 R3 R4

0 0

R7 R12

策定時 目標値

１　交通安全思想の普及

２　安全な道路環境の整備

交通事故（人身）発生
件数

件 257 276

３　防犯意識の向上
警察と協力して、駅や商業施設等で啓発キャンペー
ンを実施し、防犯意識の向上に努めた。

警察と連携して人が多く集まる場所に出向
き、防犯意識の向上を呼びかける。

４　犯罪の起きない生活環境づくり

実績値
SDGs独自指標

各地区からの各種防犯要望や、警察との
情報共有を元に、防犯灯、防犯カメラを設
置し、安全安心なまちづくりを進める。

単位施策名 実績・成果 今後の方向

交通事故による死者
数

人 6 2

247



0.5
4 防犯カメラ設置補助事業 防犯カメラ設置補助　１件

制度の周知を行い、各地区危険
箇所の防犯カメラ設置を促す

2,000

総
括
評
価

成果・課題

今後の方向

交通安全教室、交通指導員による指導、各地区の交通安全活動との連携などに、継続して、交通安全
思想の普及を行っている。参加者のみで終わることなく、家族や知人にも広がっていくよう、普及拡大
を進めていく。

住民が自発的に、交通安全、防犯対策を意識するよう、普及活動の充実を図る。住民の危険個所へ
の意識を高め、要望等の提出を促し、安全安心な環境整備に努める。

3

4 防犯灯設置事業
防犯灯新設　４８灯（現況６，３４９
灯）

各地区危険箇所の把握及び設置
を進める

防犯キャンペーン
警察と合同でキャンペーン活動を
実施

警察と連携し、犯罪情勢や効果
的な時期を狙ったキャンペーンを
行う。0.3

0.5

4,915

要望を精査し、危険個所の道路
環境整備に取り組む0.5

9,706
2 交通安全施設設置事業

地区要望を元に道路反射鏡を設
置。現況１，４９６基

主要事業の実績評価

交通指導員設置事業

施
策
番
号

事業名 実績（Ｒ３年度） 今後の方向

人工

0.5

市内１３小学校に交通指導員を
設置。
通学路において交通指導を実
施。

各地区の通学状況の情報収集と
適切な指導を行う

15,386

R3（決算額） R4（予算額）

事業費（千円）

1


